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芦屋町と石巻市の架け橋に
芦屋町　山元彪ノ介さん

　昨年４月に宮城県石巻市へ炊き出しに行ったとき、縁があ
って、石巻災害復興支援協議会の伊東さんと知り合いになり
ました。そこから、度々連絡を取り合うようになり、必要な

ものを聞いては、友人やＰＴＡを始め、芦屋町の皆
さんに呼びかけ、支援物資を送っています。ま
た、個人・団体から「子ども服を送りたい」「毛
布を100枚送りたい」などの話があると、伊東
さんに必要かどうかを確認し、送るようにして
います。ここから被災地は大変遠いため、なか

なか行くことができませんが、支援した
い人はたくさんいます。私は石巻への
パイプ役となり、「何かできることを
したい」と考えている人の手伝い
ができたらと思っています。

出
来
事
を
振
り
返
る（
事
項
と
詳
細
）

東
日
本
大
震
災
が
発
生

計
画
停
電
実
施

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ

プ
す
る

自
衛
隊
や
消
防
が
被
災
地

入
り

募
金
・
献
血
活
動
が
各
地

で
始
ま
る

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、
三

陸
沖
を
震
源
地
と
し
て
発
生

ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
な
ど
、
全
国
的
に
節
電
の

動
き
が
あ
る

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
が
広
範
囲
で
寸
断
さ
れ

る（
交
通
網
が
麻ま

ひ痺
し
た
こ
と
で
復
旧
が
遅
れ
る
）

　
　ポ
イ
ン
ト
１

地
震
発
生
を
受
け
、
内
閣
府
緊
急
災
害
対
策
本

部
を
設
置
。
消
防
庁
長
官
か
ら
の
出
動
要
請
を

受
け
、
福
岡
県
か
ら
も
緊
急
消
防
援
助
隊
が
被

災
地
へ
向
か
う

血
液
製
剤
は
有
効
期
限
が
あ
る
た
め
、
安
定
的

な
提
供
、
継
続
的
な
協
力
が
必
要
。
全
国
各
地

で
募
金
活
動
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る

ポイント１

　ライフラインは、私たちの生活に欠かすことがで
きないものとなっています。しかし、万一自然災害
が発生した場合、普通の生活はできなくなります。
　そこで、自然災害から避難するときに家族や自分
自身の生命を守るための準備として必要なものが、
非常用の防災グッズです。防災グッズには、水や食
料など、ライフラインが復旧するまでの３日間分を
用意しておくことが望まれます。
　また、緊急避難時には、子どもを抱えたり、身体
が不自由な人の介助が必要となったりすることも考
えられます。そのため、非常時の持出品は「絶対に
なければ困るもの」を優先し、自分が持ち出せる範
囲の重さでまとめておきましょう。
　大地震や水害、津波警報が出たときなどの緊急避
難は、一刻を争います。 防災グッズは、玄関や部
屋の出入り口付近など取り出しやすい場所に準備し
ておきましょう。

備えあれば憂いなし

もしもに備えて、非常持出袋に次の
ようなものを準備しておきましょう。
○飲料水　○食糧　○ラジオ
○応急医療品　○懐中電灯
○軍手　○貴重品
○ライター　○生活必需品
○衣類など

芦屋町で行われたイベント。スープカレーの売り上げをすべて被災地に送りました。
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ボランティアは見た
～さまざまな災害支援のカタチ～

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
想
定
外
の
大
惨
事
と
も

い
え
る
災
害
が
東
北
地
方
で
発
生
し
ま
し
た
。
多

く
の
犠
牲
が
払
わ
れ
た
こ
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
発
生
直
後
か
ら
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
」「
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
全
国
各
地
で

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
遠
賀
郡
４
町
と
中
間
市
で
も
同
様
に
、
義
援

金
の
受
け
付
け
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
救
援
物
資
の
提
供
な
ど
支
援
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
被
災
地
を
訪
れ

た
り
、
福
岡
か
ら
エ
ー
ル
を
送
っ
た
り
し
て
、
各

自
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
遠
賀
郡
４
町
と
中
間
市
の
広
報
担
当
者
が
同

じ
テ
ー
マ
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
１
市
４

町
合
同
企
画
」。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」。
今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
っ
た

皆
さ
ん
が
、
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
思
い
や
、
こ

れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
場
合
の

注
意
点
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
震
災
発
生
か
ら
約
１
年
。
被
災
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

今
回
の
特
集
を
通
じ
て
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
表
紙
の
説
明
〉

東日本大震災直後、全国のたく

さんの人たちから多くの支援物

資が被災地に寄せられ、絆でつ

ながりました。

心の温かさが伝わるものを送り続ける
中間市「絵たより絵夢の会」　中島 敬子さん

　阪神淡路大震災のときにも絵手紙を送ったこと、被災地の
宮城県大崎市とは絵手紙を通じて交流があったこともあり、
私にできることは被災者の皆さんの心の癒しになってもらう
ために絵手紙を送ることだと思いました。発生直後か
ら書き始め、私の生徒さんたちと絵手紙を222枚送
りました。すると、「優しさを感じた。心が癒され
た」というお礼の手紙が全員に届いたうえに、地
元の新聞にも取りあげていただき、感動しました
し、逆に励まされました。物資やお金も大切ですが、
人の心の温かさを伝えることも大切だと思い
ます。微々たる力ですけど、見えない励ま
しの力、心のメッセージとして、心の糧
となってもらえるような絵手紙をこれか
らも送り続けたいですね。

大崎市から届いた写真。絵手紙を皆さんに見てもらおうとＪＲ古川駅に展示されました。
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　東日本大震災を受け、全国からたくさんの支援
がなされました。現地で活動する人もいれば、そ
れぞれの地域から支援するなど、その形は１つで
はありません。日々変化していく現地のニーズをし
っかりとつかみ、必要な心得を自身が把握したうえ
で、できる範囲のことを無理なく行うことが大切で
はないでしょうか。
　これから私たちに求められることの中に、「忘れ
ないこと」「教訓を活かす」ことがあると思います。
折に触れ被災地の情報に耳を傾け、思いを馳せる
ことで、自分の中での風化を防ぐ一助となります。
　また災害時の行動は、普段の過ごし方に大きな
影響を受けます。家庭の防災対策や地域のつなが

りが、いざというときの助けとなり
ます。
　防災対策も災害支援も、共通し
て「自ら積極的に行動する力」と
「必要な行動を想像する力」が求
められます。この「自発性」と「想

像力」は、実は地域でのさ
まざまなボランティア活
動で身につくのです。楽
しく無理なく、活動に
参加してみましょう。

経験を日常生活や地域で活かす

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

が
始
ま
る

被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢

が
整
う

全
国
各
地
か
ら
支
援
物
資

の
提
供
が
始
ま
る

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
不

足
が
深
刻
化
す
る
。
買
い

占
め
問
題
が
起
こ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催

全
国
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
が
殺
到

　
　ポ
イ
ン
ト
２

各
自
治
体
で
、
公
営
住
宅
や
民
間
住
宅
な
ど
、

被
災
者
の
受
け
入
れ
態
勢
が
整
う

全
国
各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
届
い
た
が
、

仕
分
け
作
業
に
時
間
を
要
す
る

　
　ポ
イ
ン
ト
３

店
に
物
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
不
安
か
ら
、
水
や
カ
ッ
プ
麺
、
乾
電
池
な
ど

の
買
い
占
め
が
発
生

被
災
地
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、
全
国
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
実
施
。
遠
賀
・
中
間
地
区
で
も
支

援
の
輪
が
広
が
る

出
来
事
を
振
り
返
る（
事
項
と
詳
細
）

ポイント２

一、 被災者の気持ちを1番に考えてこそ真のボランティア
一、 被災地は、想像を絶する世界かもしれないので、行
く前に確認する

一、ボランティア活動の選り好みをしない
一、ボランティア保険には必ず入ること
一、帰る勇気も必要。頑張りすぎないことも大切

ボランティアの心得５か条

一、被災地のニーズを把握したうえで送ること
一、現地ですぐに使えるように配慮して荷造りをする
※食べ物と衣類などを混ぜない、衣類をサイズ、種類
　ごとに梱包するなど。
一、 いつ届くか分からないので、日持ちしないものは
送らない

一、１つの段ボールには同一の種類の物しか入れない
一、 段ボールの表面の見えやすい場所に、「水」「おむつ」
など何が入っているかを大きく書く

一、 お金は封筒に入れて送ると分かりにくいので、で
きる限り振り込みにする

一、 医薬品は医師や薬剤師がいないと配れないので、
自分に処方された薬などは送らない

一、 自宅の不要品処理のような気持ちで送らない

ポイント３

支援物資提供の心得８か条

家財の運び出しや炊き出しなどの手伝い、場合によっては
子どもの遊び相手などもあります。多くのボランティア団
体では、事前に説明会などが開催されます。内容は場所

によって毎日異なりますし、被災した人々のニーズに応えることが
大切ですので、必ずしも希望のボランティアができるとは限らない
ことがあります。

Ａ

現地へはできるだけ交通機関を利用してください。宿泊は、
必ずしもテントが張れるとは限りませんし、車中泊も困難
な場合があります。また、現地に行ってから確保できない

ことがあります。被災地でも営業しているホテルや旅館などがあり
ますので必ず事前に確認してから出かけるようにしてください。な
お、食費・宿泊費・交通費などの経費は自己負担が原則です。

Ａ

被災した人たちへの支援にはさまざまな形があります。必
ずしも現地に赴くことだけが支援ではありません。募金活
動や被災地の人へのメッセージなど、今住んでいる地域

でできる支援もあります。

Ａ

再び立ちあがる心を支えるために
水巻町「㈳日本産業カウンセラー協会九州支部」　小野 元さん

　福岡県にも被災地から避難した人たちがいます。震災で
被災された皆さんは、地震や津波のように「目に見える恐怖」
と放射能による汚染の心配や風評、憶測などの「目に見え

ない恐怖」にさらされました。そのうえ、大切な人たち
を失い、離れたくない自分の生まれ育った故郷を離
れざるを得ませんでした。人の心はとても繊細です。
「これから、どうしたらいいんだろう」と傷ついた心
の整理ができず、動けなくなってしまった人も大勢

います。カウンセリングで、できることは
本人に寄り添って心に抱えた不安や苦
しさを聴き、もつれてしまった心や感
情をときほぐすお手伝いです。再び自
分自身で歩みだすために心のサポー
トを続けていきます。

相手の話を聴き、心をほぐしていくためのきっかけをつくります。

Ｑボランティア活動にはどんな種類や内容が
ありますか

交通手段や宿泊、食事はどうしたらよいですか。
また、費用負担はどうなりますかＱ

現地には行けないのですが、被災地のために
何かしたいです。どうしたらいいですかＱ

ボランティア保険とはどのような保険ですかＱ
ボランティア活動中の事故により、自身がけがをした場合
や被災した人など他人の体や財産などに損害を与えてしま
って法律上の賠償責任を負った場合に、保険金が支払わ

れる保険です。ボランティア活動の出発前に必ず、それぞれの地域
で加入してください。

Ａ

ＮＰＯ法人ＮＰＯ九州理事
 今村晃章さんに Interview

地域に密着した活動を続けたい
遠賀町「福岡レスキューサポート・バイクネットワーク」　八坂 英明さん

　私たちはバイク好きの仲間を広げ、その延長線上にボラン
ティアがあるというイメージで、バイクの機動性を活かした
被災地での支援や、地域での防災イベントを実施しています。
モットーは「仕事に支障のない、自分のでき
る範囲でやる」こと。だれかのためでなく、
「自分のやりたいこと」を持ち、楽しんで
続けることが大切だと思っているからです。
活動を通じてたくさんの人と出会い、いろい
ろな立場・考え方に接することで結果的にも
プラスになっていると感じています。東
日本大震災後、皆さんの防災に対す
る意識は高まってきました。今後は、
より地域に密着した活動を進めて
いきたいと思います。

新聞紙とラップを使った皿作り。いざというときに役立つ知識を楽しみながら学ぶ。

これからは「心」の支援を
岡垣町「Heart ＆スマイル」　平山 弘美さん

　私たちが初めて支援に行ったのは、震災発生から約1か月後。
当時は、とにかく衣類や食糧などの物資が不足していました。
しかし、今、被災地に必要だと感じるのは、物資ではなく心の
ケアだと思います。家族や身内を亡くし、心を
病む人が多いのです。そこで私たちは、被災
者の心を支援するため、被災者がお互いに
交流できる場を作ることなどを計画してい
ます。つらいのは１人じゃないことを知って
もらってみんなで悩みを共有し、これか
らの人生を前向きに考えてもらうこと
が目的です。これからも被災地と岡
垣をつなげる架け橋となり、物資だ
けでなく心の支援も続けていきた
いと思います。

宮城県女川町の漁港。福岡からの思いを込めたメッセージを被災地の人たちに手渡す。
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ポイント２
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